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同日 9 時 43 分頃、1 号機及び 2 号機の当直長は、運転管理部長の指示を受け、

1/2 号中央制御室において、1 号機の S/C ベントラインを構成する作業を開始し

た。その後、同日 10 時 21 分頃、1 号機について、格納容器 SGTS 側ベント弁の

駆動源である空気を送るための電磁弁が、電源喪失により開操作できない状況で

あることが判明した。そこで、当直長は、同日 10 時 32 分頃、S/C ベントライン

の構成作業を中断し、第二発電所対策本部復旧班に対し、この電磁弁の電源復旧

を依頼した。 
第二発電所対策本部発電班は、1 号機について復旧作業を行う間、2 号機から 4

号機までの格納容器ベントラインの構成準備に順次取り掛かることとした。 
これを受け、各当直長は、2 号機については同日 10 時 33 分頃から同日 10 時

58分頃までに、3号機については同日12時8分頃から同日12時13分頃までに、

4 号機については同日 11 時 44 分頃から同日 11 時 52 分頃までに、それぞれサプ

レッションチェンバ N₂ベント弁の開操作を残した状態で S/C ベントラインの構

成準備を完了させた（図Ⅱ-5-5 参照）。 

図Ⅱ-5-5 格納容器ベントラインの概要 
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